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(57)【要約】
【課題】リム吐水口から洗浄水を吐水する際、空気の破
裂音や水の飛散を防止することができる水洗大便器を提
供する。
【解決手段】本発明は、貯水タンク１６から給水される
洗浄水により便器本体２のボウル部６を洗浄し、このボ
ウル部内の溜水をトラップ排水路１０から排出する水洗
大便器１であって、貯水タンクから供給される洗浄水を
ボウル部に導くように形成されたリム導水路２０，２２
と、このリム導水路の下流側に設けられリム導水路から
の洗浄水をボウル部にほぼ水平方向に吐水するリム吐水
口２４，２６と、リム導水路のリム吐水口より上流側に
設けられ洗浄水の一部を滞留させる洗浄水滞留部３０，
３２，３４と、を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水源から給水される洗浄水により便器本体のボウル部を洗浄し、このボウル部内の溜
水をトラップ排水路から排出する水洗大便器であって、
　上記給水源から供給される洗浄水を上記ボウル部に導くように形成されたリム導水路と
、
　このリム導水路の下流側に設けられリム導水路からの洗浄水を上記ボウル部にほぼ水平
方向に吐水するリム吐水口と、
　上記リム導水路のリム吐水口より上流側に設けられ洗浄水の一部を滞留させる洗浄水滞
留部と、
　を有することを特徴とする水洗大便器。
【請求項２】
　上記洗浄水滞留部は、上記リム導水路をリム吐水口から上流側に向けて下方に傾斜して
形成された傾斜導水路である請求項１記載の水洗大便器。
【請求項３】
　上記リム導水路は、上記便器本体とは別体で形成されたディストリビュータである請求
項１又は請求項２に記載の水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗大便器に係り、特に、給水源から給水される洗浄水により便器本体のボ
ウル部を洗浄し、このボウル部内の溜水をトラップ排水路から排出する水洗大便器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　最近、便器の清掃性を向上させるため、従来から使用されているボックスリム形式やオ
ープンリム形式ではなく、例えば、特許文献１に示すように、便器本体のボウル部の上縁
にあるリムを内側にオーバーハングさせて、このリムの内周面を導水路として利用するタ
イプの水洗大便器が使用されている。
【０００３】
　このタイプの水洗大便器においては、特許文献１に示されているように、貯水タンク又
はフラッシュバルブから供給される洗浄水を便器本体内の導水路を経てリム内周面に開口
するリム吐水口から洗浄水をほぼ水平に吐出させるようになっている。
【０００４】
【特許文献１】特許第３３８１２６１号公報
【特許文献２】特開２００５‐２１３８８０号公報
【特許文献３】特開２００５‐２１３８８１号公報
【特許文献４】特開２００５‐２１３８８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述したタイプの水洗大便器では、洗浄待機状態において、上述した便
器本体内の導水路は大気（空気）で満たされており、この導水路は次の洗浄動作により洗
浄水で満たされることになる。この洗浄動作の初期段階において、供給される洗浄水と導
水路内の空気が混在しながら、勢い良く流れ、リム吐水口から吐水される。このとき、混
在した空気が洗浄水により圧縮されるので、リム吐水口からは破裂音が噴出し、さらに、
水が飛び散るという問題があった。
【０００６】
　これらの問題を解決するために、導水路内に流路拡大部を設けることにより導水路内で
空気を微粒化したり（特許文献２参照）、導水路内に整流板を設けることにより空気を水
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と分離して（特許文献３及び特許文献４参照）、圧縮された空気をリム吐水口から吐水さ
せないようにしたものが提案されている。
　しかしながら、これらの提案は、リム吐水口から噴出する破裂音や水の飛散をある程度
は低減できるが、十分なものではなく、更なる改良が要望されている。
【０００７】
　そこで、本発明は、従来からの要請を満たすためになされたものであり、リム吐水口か
ら洗浄水を吐水する際、空気の破裂音や水の飛散を防止することができる水洗大便器を提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、本発明は、給水源から給水される洗浄水により便器本
体のボウル部を洗浄し、このボウル部内の溜水をトラップ排水路から排出する水洗大便器
であって、給水源から供給される洗浄水をボウル部に導くように形成されたリム導水路と
、このリム導水路の下流側に設けられリム導水路からの洗浄水をボウル部にほぼ水平方向
に吐水するリム吐水口と、リム導水路のリム吐水口より上流側に設けられ洗浄水の一部を
滞留させる洗浄水滞留部と、を有することを特徴としている。
　このように構成された本発明の水洗大便器においては、先ず、リム導水路に洗浄水滞留
部が設けられているので、滞留する空気の容積分だけ残存する空気量が少なくなる。次に
、洗浄開始時においては、給水源から供給された流速の早い洗浄水が洗浄水滞留部にある
洗浄水に突入し、これにより、この滞留していた洗浄水は、リム吐水口に押し出されるが
、このとき、滞留していた洗浄水の流速は遅く、そのため、洗浄水滞留部付近にある空気
をほとんど圧縮混在させずに押し出される。さらに、流速の早い洗浄水がリム導水路内に
流入しリム吐水口に向けて流れるが、このとき、リム導水路に残存していた空気は既にほ
とんど排出されているので、空気を圧縮混在することはない。この結果、本発明によれば
、リム吐水口から洗浄水を吐水する際、空気を圧縮混在させることがないので、空気の破
裂音や水の飛散を防止することができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、洗浄水滞留部は、リム導水路をリム吐水口から上流側に
向けて下方に傾斜して形成された傾斜導水路である。
　このように構成された本発明においては、傾斜導水路という比較的簡易な構造により洗
浄水滞留部を形成することができるので、設計及び製造等が容易となる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、リム導水路は、便器本体とは別体で形成されたディスト
リビュータである。
　このように構成された本発明においては、リム導水路を便器本体と別体としているので
、リム導水路の設計が容易となる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の水洗大便器によれば、リム吐水口から洗浄水を吐水する際、空気の破裂音や水
の飛散を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を添付図面を参照して説明する。先ず、本発明の第１実施形態
を図１乃至図５により説明する。図１は本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す縦
断面図であり、図２は図１に示す水洗大便器の平面図であり、図３は本発明の水洗大便器
の第１実施形態による水洗大便器のリム導水路を示す斜視図であり、図４は図３のリム導
水路を示す平面図であり、図５は図３のリム導水路を展開して示した正面展開図である。
【００１３】
　図１及び図２に示すように、第１実施形態による水洗大便器１は、便器本体２を有し、
この便器本体２は陶器製であり、下部にスカート部４が形成され、上半部のうち前方にボ



(4) JP 2009-243052 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

ウル部６が形成され、後方上部に導水路８、後方下部にトラップ排水路１０がそれぞれ形
成されている。
　ボウル部６は椀状をなす汚物受け面１２と上縁部を構成するリム１４を有し、汚物受け
面１２の乾燥面１２ａと、棚部１４ｂと、リム１４の内側面１４ａはスムーズな曲面で連
続している。そして、上から見て死角になる箇所がないように、また、清掃の際には使い
捨ての紙等を使用して簡単に内側面１４ａを拭き取ることができ、しかも洗浄水が外に飛
び出すことがないように、リム１４の内側面１４ａは内方に向かってある程度オーバーハ
ングした形状になっている。
【００１４】
　汚物受け面１２の中央で溜水の水面下となる箇所にはトラップ排水路１０の入口１０ａ
が開口し、この排水路１０の入口１０ａから上昇路１０ｂが後方に伸び、この上昇路１０
ｂには下降路１０ｃ（縦管）が連続し、下降路１０ｃの下端は、ジョイント（図示せず）
を介して排出管Ｄに接続されている。
【００１５】
　導水路８の上方には、洗浄水を貯水する給水源である貯水タンク１６が便器本体２と一
体的に形成されている。この貯水タンク１６の下方には開口１６ａが形成されている。な
お、本実施形態は、給水源としてフラッシュバルブを設けたタイプの水洗大便器にも適用
可能である。
　上述した導水路８は、側壁１８によりその幅が狭められており、また、後部天井面には
貯水タンク１６の開口１６ａと兼ねた開口８ａが形成され、貯水タンク１６内の洗浄水が
導水路８に導かれるようになっている。
【００１６】
　導水路８の前部には、左右に分岐する第１リム導水路２０及び第２リム導水路２２が形
成され、導水路８の前部と連通している。第１リム導水路２０は、ボウル部６の前方側か
ら見て右側に位置し、第１リム導水路２０に入った洗浄水は水洗大便器の平面視で左回り
に進み、一方、第２リム導水路２２は、左側に位置し、第２リム導水路２２に入った水は
右回りに進む。なお、第２リム導水路２２は先端部でＵターンし、洗浄水が左回りに進む
ようになっている。
【００１７】
　さらに、第１リム導水路２０の上流端には、洗浄水をほぼ水平方向に吐水する第１リム
吐水口２４が形成され、一方、第２リム導水路２２の上流端には、洗浄水をほぼ水平方向
に吐水する第２リム吐水口２６が形成されている。
　これらの第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６は、上述したリム１４の内周面１
４ａと棚部１４ｂの近傍に開口し、ボウル部６に平面視で反時計回りの洗浄水による１つ
の旋回流が形成されるようになっている。
【００１８】
　次に、図３乃至図５により、上述した第１リム導水路２０及び第２リム導水路２２の構
造について詳細に説明する。
　先ず、第１リム導水路２０は、第１リム吐水口２４から上流側に向けて下方に傾斜して
形成された第１傾斜導水路３０となり、これにより、この第１傾斜導水路３０に洗浄水が
滞留する洗浄水滞留部３２が形成される。ここで、第１傾斜導水路３０の上壁と下壁はほ
ぼ平行である。
【００１９】
　同様に、第２リム導水路２２も、第２リム吐水口２６から上流側に向けて下方に傾斜し
て形成された第２傾斜導水路３４となり、これにより、この第２傾斜導水路３４にも洗浄
水が滞留する洗浄水滞留部３２が形成される。ここで、第２傾斜導水路３４も上壁と下壁
はほぼ平行である。
【００２０】
　次に、本発明の実施形態による水洗大便器の動作（作用）を説明する。先ず、水洗大便
器の基本動作を説明する。便器洗浄のための操作レバー（図示せず）をオンにすると、貯
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水タンク１６の開口１６ａに設けられた開閉弁（図示せず）が開き、貯水タンク１６内の
洗浄水が、導水路８を経て、第１リム導水路２０及び第２リム導水路２２内に流入して、
第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６からほぼ水平方向に洗浄水がボウル部６に吐
水され、旋回流を形成して、ボウル部６の汚物受け面１２を洗浄する。
【００２１】
　第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６からボウル部６に吐水された洗浄水により
、ボウル部６の溜水の水位が上昇し、これによりサイホン作用が発生し、汚物を含む溜水
がトラップ排水路１０から外部に排出される。
【００２２】
　次に、図５及び図６により、第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６から洗浄水が
吐水されるときの状態を詳細に説明する。図６は本実施形態による水洗大便器の洗浄開始
時の第１リム導水路及び第２リム導水路の洗浄水の状態を示す図である。
【００２３】
　先ず、図５に示すように、洗浄開始前においては、第１リム導水路２０及び第２リム導
水路２２は、上流側に向けて下方に傾斜した傾斜導水路３０，３４となり、洗浄水滞留部
３２が形成されているので、洗浄水滞留部３２の滞留している洗浄水の容積分だけ、従来
のものより残存する空気量が少なくなっている。
【００２４】
　次に、図６に示すように、洗浄開始時においては、導水路８から供給された流速の早い
洗浄水が洗浄水滞留部３２にある洗浄水に突入し、これにより、この滞留していた洗浄水
は、第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６にそれぞれ押し出される。このとき、滞
留していた洗浄水の流速は遅く、そのため、洗浄水滞留部３２付近にある空気をほとんど
圧縮混在させずに押し出される。
【００２５】
　次に、流速の早い洗浄水が第１リム導水路２０及び第２リム導水路２２内に流入し第１
リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６に向けて流れるが、このとき、第１リム導水路２
０及び第２リム導水路２２に残存していた空気は既にほとんど排出されているので、空気
を圧縮混在することはない。
【００２６】
　このように、本実施形態においては、第１リム吐水口２４及び第２リム吐水口２６から
洗浄水を吐水する際、空気を圧縮混在させることがないので、空気の破裂音や水の飛散を
防止することができる。
【００２７】
　次に、図７により、本発明の第２実施形態による水洗大便器を説明する。図７は本発明
の水洗大便器の第２実施形態による水洗大便器のリム導水路を示す斜視図である。この第
２実施形態の基本構成は第１実施形態と同じであるので、ここでは、異なる部分のみ説明
する。
　第２実施形態においては、陶器製である便器本体２の所定空間Ｓ内に、導水路、第１リ
ム導水路及び第２リム導水路の機能を持つ樹脂製のディストリビュータ４０が設けられて
いる。このディストリビュータ４０は、導水路４０ａ、第１リム導水路４０ｂ及び第２リ
ム導水路４０ｃを備えている。このディストリビュータ４０の第１リム導水路４０ｂ及び
第２リム導水路４０ｃに第１実施形態と同様な洗浄水滞留部３２が形成されている。
【００２８】
　この第２実施形態においても、第１実施形態と同様に、第１リム吐水口２４及び第２リ
ム吐水口２６から洗浄水を吐水する際、空気を圧縮混在させることがないので、空気の破
裂音や水の飛散を防止することができる。
　次に、第１リム導水路４０ｂ及び第２リム導水路４０ｃが、便器本体２と別体であるデ
ィストリビュータ４０により形成されているので、便器本体１における導水路４０ａ、第
１リム導水路４０ｂ及び第２リム導水路４０ｃの寸法がラフでも良くなり、これらの設計
が容易となる。
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【００２９】
　本発明は、上述したリム吐水口から洗浄水を吐水するタイプの水洗大便器以外にも、リ
ム吐水口から吐水すると共に、導水路と連通するゼット導水路を設け、このゼット導水路
のゼット吐水口からトラップ排水路の排水路入口に向けて洗浄水を吐水するタイプの水洗
大便器にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１実施形態による水洗大便器を示す縦断面図である。
【図２】図１に示す水洗大便器の平面図である。
【図３】本発明の水洗大便器の第１実施形態による水洗大便器のリム導水路を示す斜視図
である。
【図４】図３のリム導水路を示す平面図である。
【図５】図３のリム導水路を展開して示した正面展開図である。
【図６】本発明の第１実施形態による水洗大便器の洗浄開始時の第１リム導水路及び第２
リム導水路の洗浄水の状態を示す図である。
【図７】本発明の水洗大便器の第２実施形態による水洗大便器のリム導水路を示す斜視図
である。
【符号の説明】
【００３１】
　　１　水洗大便器
　　２　便器本体
　　６　ボウル部
　　８　導水路
　１０　トラップ排水路
　１２　汚物受け面
　１４　リム
　１６　貯水タンク
　２０　第１リム導水路
　２２　第２リム導水路
　２４　第１リム杜水口
　２６　第２リム吐水口
　３０　第１傾斜導水路
　３２　洗浄水滞留部
　３４　第２傾斜導水路
　４０　ディストリビュータ
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【図３】
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